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小児歯科学分野
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１） 田口　洋：Classification of maxillary canine trans-

positions in Japanese children: A case report of 10 
cases，日本小児歯科学会 平成 21 年度 Ped Dent J 
優秀論文賞，2009 年３月 31 日．

【その他】
１） 田口　洋：『食べる』の科学．平成 21 年度新潟大学

Ｇ－コード科目「新潟発『食べる』」，新潟大学，
2009 年４月 10 日 .

２） 大島邦子：「食べる」ことと口の健康．平成 21 年度
新潟大学Ｇ－コード科目「新潟発『食べる』」，新潟
大学，2009 年４月 24 日 .

【学会発表】
１） 田口　洋，林 - 坂井幸子，飯澤二葉子，金城奈津子，

津田　高：日本人小児における埋伏上顎犬歯による
切歯の歯根吸収．第 47 回日本小児歯科学会大会，
大阪，2009 年５月 14 日 -15 日，小児歯誌，47（2）：
412，2009．

２） 大島邦子，飯澤二葉子，金城奈津子，田口　洋：当
院小児歯科外来における最近５年間の障害者歯科に
関する実態調査．第 47 回日本小児歯科学会大会，
大阪，2009 年５月 14 日 -15 日，小児歯誌，47（2）：
288，2009．

３） 松山順子，細川由佳，田口　洋：下顎第二乳臼歯の
萌出障害に関する検討．第 47 回日本小児歯科学会
大会，大阪，2009 年５月 14 日 -15 日，小児歯誌 47

（2）: 215，2009．
４） 津田　高，林 - 坂井幸子，金城奈津子，田口　洋：

上顎中切歯埋伏の 2 例－先行乳歯抜去による萌出方
向の改善－．第 47 回日本小児歯科学会大会，大阪，
2009 年５月 14 日 -15 日，小児歯誌，47（2）：256，
2009.

５） 細川由佳，松山順子，田口　洋：上顎第二乳臼歯萌
出障害の臨床的検討．第 47 回日本小児歯科学会大
会，大阪，2009 年５月 14 日 -15 日，小児歯誌，47

（2）: 255，2009.
６） 石川裕子，依田浩子，大島邦子，本田雅規，大島勇

人：マウス臼歯発生過程における歯髄組織幹細胞の
局在．第 51 回歯科基礎医学会学術大会，新潟，
2009 年９月 10 日，歯科基礎医学会雑誌 51（Suppl）：
75，2009．

７） 松山順子，安彦友希，佐藤拓一：小児のう蝕歯面上
のプラークバイオフィルム細菌叢構成細菌の定量的
解析．第 51 回歯科基礎医学会学術大会，新潟，
2009 年９月 9 日 -11 日，歯科基礎誌 51（Suppl）：
130，2009．

８） 河野芳朗，河野承子，鈴木晶子，井上－野澤佳世子，
泉 健 二， 前 田 健 康： 歯 胚 中 間 層 に お け る
67kDLaminin receptor（67LR）の発現：星状網に
おける血管形成との相関．第 51 回歯科基礎医学会
学術大会・総会，新潟，2009 年９月９日 -11 日．
歯科基礎誌 51（Suppl）: 73，2009．

９） 小林英樹，田口　洋，松山順子，三富智恵，佐野富
子，川崎勝盛：学校給食に関する咀嚼の検討－麺類，
米飯類，パン類の違い－．第 27 回日本小児歯科学
会北日本地方会大会および総会，石巻，2009 年 10
月 21 日，小児歯誌，48（1）: 112，2010．

10） 飯澤二葉子，金城奈津子，田口　洋：下顎第二乳臼
歯の萌出遅延を伴った後継歯位置異常の一例．第
27 回日本小児歯科学会北日本地方会大会および総
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2009.
４） 小野和宏，八木　稔，大内章嗣，魚島勝美，林　孝

文，齋藤　功，興地隆史，前田健康，山田好秋 : 新
潟大学歯学部歯学科の新教育課程とその評価．新潟
歯学会雑誌 39（1）: 29-40，2009.

５） 外丸雅晴，林　孝文，新垣　晋，齊藤　力 : 携帯型
超音波診断装置による口腔癌頸部リンパ節転移の診
断精度．日口外誌 55（8）: 408-414，2009.

６） 勝良剛詞，後藤早苗，笹井啓資，佐藤克郎，富田雅
彦，松山　洋，林　孝文 : 頭頸部放射線治療後の歯
科的健康状態維持における歯科管理の効果．頭頸部
癌 35（3）: 262-272，2009.

７） 星名由紀子，林　孝文，新垣　晋，齊藤　力 : 舌癌
症例における口底部の介在リンパ節転移の画像診断
学的検討．口腔腫瘍 22（1）: 25-36，2010.

８） 林　孝文，佐野　司，庄司憲明，末永重明，田口　明，
筑井　徹，中山英二，村上秀明，小林　馨，西山秀
昌 : 平成 19 年度採択プロジェクト研究 A. 顎関節症
の診療ガイドラインに関するプロジェクト研究 顎
関節症の画像診断ガイドラインの策定．日歯医学会
誌 29: 57-61，2010.

【商業誌】
１） 林　孝文 : シリーズ・身近な臨床・これからの歯科

医のための臨床講座⑰ これからの歯科臨床におけ
る画像診断の活用～一般歯科臨床における CT・
MRI・超音波診断活用の Tips [ 秘訣 ] ．日本歯科医
師会雑誌 62（8）:809-817，2009.

【研究費獲得】
１） 斎藤美紀子 : CT リンパグラフィーを応用した高リ

スクリンパ節に重点をおいた画像診断の考案．科学
研究費補助金 若手研究（B），1968327，2009．

【招待講演・シンポジウム】
１） 林　孝文，田中　礼 : ミニシンポジウム「顎顔面骨

折新分類の試み－ CT 診断からみた中顔面骨折－」．
第 63 回 NPO 法人日本口腔科学会学術集会，浜松市，
2009 年４月 16-17 日，同学術集会プログラム・抄
録集：130 頁，2009.

２） 林　孝文：ワークショップ２　口腔癌取扱い指針－
臨床所見記載のための画像診断－．第 28 回口腔腫
瘍学会総会・学術大会，東京，2010 年１月 28-29 日，
同学術大会・抄録：85 頁，2009．

【学会発表】
１） 田中　礼，林　孝文 : 上顎神経前上歯槽管の CT 解

剖―肉眼解剖および組織標本との対比―．第 63 回

３） 田口　洋：「哺乳」，「離乳」そして「食べる」へ．
平成 21 年度新潟大学Ｇ－コード科目「新潟発『食
べる』」，新潟大学，2009 年６月５日 .

４） 田口　洋：『食べる』まとめ．平成 21 年度新潟大学
Ｇ－コード科目「新潟発『食べる』」，新潟大学，
2009 年７月 24 日 .

５） 田口　洋：成育医療としての小児歯科を考える．平
成 21 年度第２回新潟大学医歯学総合病院歯科衛生
士研修会，新潟，2009 年 10 月 2 日 .

６） 田口　洋：日本人小児の口の機能発達と病気．平成
21 年度日本事情自然系Ｂ（留学生），新潟大学，
2009 年 10 月 28 日 .

７） 大島邦子：自閉症患者の歯科治療．平成 21 年度歯
科臨床研修医セミナー，新潟，2009 年 10 月 28 日

８） 田口　洋：歯の萌出障害の臨床．平成 21 年度歯科
臨床研修医セミナー，新潟，2009 年 11 月４日 .

９） 三富智恵：歯科講話．新潟大学附属中学校，新潟，
2009 年 11 月 17 日．

10） 三富智恵：歯科講話．新潟大学附属小学校，新潟，
2009 年 11 月 18 日 .

顎顔面放射線学分野

【著書】
１） 出雲俊之，有地榮一郎，大関　悟，岡田憲彦，岡部

貞夫，岡崎雄一郎，小村　健，桐田忠昭，草間幹夫，
佐藤　徹，篠原正徳，下郷和雄，新谷　悟，田中陽
一，中山英二，林　孝文，宮崎晃亘，柳下寿郎，山
根正之．日本口腔腫瘍学会編．口腔癌取扱い規約［第
１版］，金原出版，東京，2010 年．

【論文】
１） Yahata M, Yamada K, Hayashi T, Saito I : 

Unilateral condylar bone deformity and slope of 
art icular eminence related to mandibular 
asymmetry. Cranio 27(4): 261-267, 2009.

２） Kodama Y, Fukuda J, Watanabe N, Nishiyama H, 
Ono K, Saito I, Hayashi T, Takagi R: Correction of 
mandibular asymmetry due to hemifacia l 
microsomia using a custom-made implant. Asian J 
Oral Maxillofac Surg20: 204-208, 2009.

３） 出雲俊之，大関　悟，岡田憲彦，岡部貞夫，岡崎雄
一郎，桐田忠昭，草間幹夫，佐藤　徹，篠原正徳，
新谷　悟，田中陽一，中山英二，林　孝文，宮崎晃
亘，柳下寿郎，山根正之：上顎歯肉癌・硬口蓋癌取
扱い指針　ワーキング・グループ案（第 1 版）．日
本口腔腫瘍学会学術委員会「口腔癌取扱い指針」ワー
キング・グループ編．口腔腫瘍 21（2）: 71-121，


